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任
期
満
了
に

伴
う
町
教
育
委

員
の
任
命
が
、

町
議
会　

月
定

12

例
会
で
同
意
さ

れ
、
南
舘
廣
太

郎
さ
ん
（　

区
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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任
期
は
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら　

年　

19

22

12

月　

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

31
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�����さん

高橋町長らに受賞の喜びを
伝えた齋藤さん（中央）

　

生
前
、
数
々
の
功
績
を
残
し
、

平
成　

年　

月
８
日
に
逝
去
さ
れ

18

10

た
元
町
議
会
議
員
の
千
葉
貞
雄
さ

ん
（
６
区
）
が
旭
日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
は
昭
和　

年
町
議
会

47

議
員
に
立
候
補
し
て
初
当
選
。
以

来　

年
４
月
ま
で
３
期　

年
在
職

59

12

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
産
業
建

設
常
任
委
員
長
、
総
務
常
任
委
員

長
を
歴
任
。
地
方
自
治
の
発
展
と

住
民
自
治
の
向
上
に
尽
力
、
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

高橋町長から叙勲の伝達を受ける
ご子息の千葉與四男さん（左）

　

前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の

齋
藤
次
男
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
、
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

り
役
員
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
老

63

人
ク
ラ
ブ
・
大
佐
福
寿
会
の
会
長

に
就
任
。
平
成　

年
４
月
か
ら　

12

18

年
３
月
ま
で
６
年
間
、
町
老
連
会

長
、
西
磐
井
郡
老
連
会
長
、
県
老

連
評
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
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の
総
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
と
の
交

流
や
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
支

援
協
力
な
ど
の
事
業
計
画
が
可
決

さ
れ
、
交
流
会
で
は
、
多
く
の
会

員
や
関
係
者
を
は
じ
め
地
元
の
皆

さ
ま
と
の
再
会
を
祝
し
、
ふ
る
さ

と
と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
、
和
や
か
な
う
ち
に
散
会
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
ふ
る
さ
と
平
泉
会
結

成　

周
年
を
迎
え
、
会
員
や
地
元

15
の
皆
さ
ま
方
の
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
旧
国
際

劇
場
）
で
、
総
会
を
開
き
ま
す
の

で
、
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
ふ
る
さ
と
の
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
春
の
ご
あ
い
さ

つ
と
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ま
方
に
は
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
、
平
泉
町
が
待
ち

望
ん
で
い
た
「
平
泉
―
浄
土
思
想

を
基
調
と
す
る
文
化
的
景
観
」
を

政
府
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
に
推
薦
す
る
こ
と
を
正
式
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　
20

年
７
月
こ
ろ
「
世
界
遺
産
一

覧
表
」
へ
の
記
載
が
決
定
さ

れ
る
見
込
み
で
、
誠
に
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
平
泉
会

東京都葛飾区在住・
瀬原出身
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昨年６月に東京都で開かれた
ふるさと平泉会総会
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総務省地上デジタルテレビジョン放送
受信相談センター　�0570-07-0101

9 �� ������

���
��������	
�

　世界遺産登録がいよいよ間近に迫ってき
ました。これからは、登録が近いことを実
感できる事業やイベントが相次ぎます。こ
のコーナーでは、それらについて実況中継
に近い形で、分かりやすく紹介します。

　昨年の12月14日、近藤文化庁長官が巻末にサインを
し、「平泉の文化遺産」世界遺産登録推薦書は完成し
ました。このことは、世界遺産に登録するための国内
における手続きが完了したことを示しています。推薦
書は現在、外務省を通じパリのユネスコ世界遺産セン
ターに提出され、正式に受理されたところです。
　すべて英語表記された推薦書は、落ち着いた黄金色
のケースと図面を入れた筒により成り立っています。
ケースの中には、本文１冊、関係写真や図面３冊、保
存管理計画やスライド１冊、ビデオとＤＶＤ１冊の合

それらを補足するために写真や図面、スライドやビデ
オを添付しているのでした。
　推薦書がユネスコに受理されたことにより「平泉の
文化遺産」は、いよいよ世界というグローバルな視点
から評価を受ける段階に入りました。ユネスコでは、
基本的に資産の価値については推薦書の内容を審査
し、保護保全状況については専門家に現地調査を行っ
てもらうことにしています。この現地調査は、今年の
９月ごろに行われる予定です。
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　「八花形」は毛越寺前の県道付近から南に突き出た
 舌状台地 の地名です。自然の沢や堀跡などによって侵
ぜつじょうだいち

食された地形をなぞらえたもので、「やつはな」は 谷地 
やち

のハナ（突出した地形）という意味もあります。
　近世の菅江真澄の旅日記『かすむこまかた』に「八
花形」という所は「国衡、隆衡が館ノ跡」と記してい
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やつはながた

ます。現在「八花形」の東に平泉幼稚園があり、この
南側に新しい保育所を建てるため、事前に発掘調査を
行いました。
　調査の結果、幅12㍍以上・深さ３㍍余りの沢跡が見
つかり、灰白色の火山灰土や 土師器 と呼ばれる土器が

はじき

出土しました。同様の火山灰土は過去の町内遺跡の調
査でも見つかっており、その土の成分を分析したとこ
ろ915年に秋田県と青森県の境にある現在の十和田湖
周辺の火山噴火によって生じた「 十和田ａ降下火山灰 」

とわだえーこうかかざんばい

と鑑定されました。今から1000年以上前の火山灰が
残っていたのです。出土した土師器は小さな破片です
が、火山灰とほぼ同じ時代の遺物とみられます。
　大きくくぼんだ沢の地形のまま、約1000年の長い時
間が経過しましたが、江戸時代末から明治以降に人力
で沢全体を埋めていました。
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東から見た1000年以上前の沢跡

計６冊のファイルが収めら
れました。
　本文は、平泉の文化遺産
の特徴、内容、価値証明、
保全状況、保護管理状況、
経過観察の体制などにより
構成されています。要約す
れば前半は、平泉の文化遺
産が持っている価値につい
て、後半部分は保護保全に
ついてが主体です。そして 推薦書にサインする近藤文化庁長官 推薦書一式


